
英語科学習指導案

日時 平成１６年９月８日（水）５校時

学級 ３年Ｂ組（男１９名 女１６名 計３５名） 
指導者 八重樫孝俊

１、単元名 ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｕｒｓｅ ＢＯＯＫ３

Ｕｎｉｔ ４ Ａｎ Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｒａｋｕｇｏ－ｋａ

２、単元について

（１）教材観

本科は“疑問詞 ＋ 不定詞”や、“Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋

人 ＋ 不定詞”を用いて、日米の文化の違いに触れながら、不定詞の特殊な表

現を扱う。 
“疑問詞 ＋ 不定詞”は実際に使用できる便利な表現であり、また国際化社

会でも大切な表現であるのでしっかり定着させたい。

“Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋ 人 ＋ 不定詞”については、

英語独特の表現であり、既習事項である主語として動名詞を使った文にとの違い

にも触れ、この文型の意義を明確にして、その機能や用法を理解させながら定着

させたい。

（２）生徒観

“ｔｏ ＋ 動詞の原形”は、２学年（ＢＯＯＫ２）で未来形、副詞的用法、

名詞的用法、ｈａｖｅ ＋ ｔｏ ＋ 動詞の原形を、３学年（ＢＯＯＫ３）で

ｗａｎｔ ＋ 人 ＋ ｔｏ ＋ 動詞の原形、形容詞的用法、原因・理由を学

習している。

これらの既習事項の多種な用法について、未だに戸惑う傾向にあるので、継続

的な指導を今後もあわせて徹底していきながら定着させたい。

（３）指導目標

①“疑問詞 ＋ 不定詞”を用いて、自分のことや、周囲の状況を説明したり、

説明を聞いて状況を理解することができる。

②“Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋ 人 ＋ 不定詞”を用いて、相

手に自分のことを伝えたり、相手のことを聞いて理解することができる。

③“Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋ 人 ＋ 不定詞”を用いた文を

読んで理解することができる。

④日米の食事の場面における文化の違いや、言語表現の食い違いを理解すること

ができる。



（４）単元の評価規準（別紙）

（５）指導計画

①疑問詞 ＋ 不定詞・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

②Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋ 人 ＋ 不定詞・・・・・・・１時間（本時）

③読解（日米の食事の場面における文化の違い） ・・・・・１時間

④読解（言語表現の食い違い） ・・・・・・・・・・・・・１時間

⑤まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

３、本時について

（１）本時の目標

①“Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋ 人 ＋ 不定詞”の文の形・意

味・用法を理解することができる。

②“Ｉｔ ｉｓ ＋ 形容詞 ＋ ｆｏｒ ＋ 人 ＋ 不定詞”を用いて自分

意できることを伝えたり、相手のことを聞いて理解することができる。

（２）本時の評価規準と具体の評価規準

観点 評価規準 具体の評価規準

おおむね満足とできると判断される状況（Ｂ）

努力を要する

生徒の指導の

手立て

表現の能力 It’s …. for ---- to ～ を用

いて相手に伝えたい内容

を書くことができる。

評価１

語順を正しく文を書くことが

できる。

支援１

机 間 巡 視 を

し、個別指導

をする。

理解の能力 It’s …. for ---- to ～ の文

を聞いて意味がわかる。

評価２

対話の内容から、相手の伝えた

いことを理解することができ

る。 

支援２

相手が理解で

きるように伝

えることを指

示する。

ヒントを与え

る。 



（３）展開

段階 学内容 学習活動 指導上の留意点

（ ）は評価の方法

導入

(7) 
１ 挨拶

２ Warm-up 

明るく、英語環境を作れるように挨拶

する。

既習の基本文型を書く。 
・I know how to get to the station. 
・ I will show you what to see in 

London. 
教科書で前時の学習課題を確認する。

生徒の状況を観察

しながら。

個への配慮をしな

がら。

展開

(42)
３ 学習課題把握

４ 学習課題確認

５ コミュニケーシ

ョン活動

６ 教科書読解

・ It is easy for Junya to play the 
piano. 

紹介された内容をつかむ。

It is --- for ・・・to ～
文型を確認する。

自分にとって簡単なこと、困難なこと

を表現する。

相手のことを尋ねて情報を集める。

コミュニケーション活動で得た情報

を発表する。

教師の質問に答える。

本文中の It is --- for ・・・to ～を確

認する。

身近な話題から基本

文型をつかませる。

巡視しながら個へ

の配慮につとめる。

評価１（机間巡視）

語順を正しく文を書

くことができる。

支援１

個別指導

評価２（観察）

対話の内容から、相

手の伝えたいことを

理解することができ

る。 
支援２

相手が理解できるよ

うに伝えることを指

示する。

ヒントを与える。

終末

(1) 
 

７ 次時の学習内容

確認

８ 挨拶

課題と次時の内容を確認する。

挨拶する。

発表が全員に伝わ

るように配慮する。



（４）板書計画

Ｕ．４．Ｄ．

学習課題 Ｉｔ ｉｓ － － － ｆｏｒ ・・・ ｔｏ ～

形式主語 形容詞 人 不定詞

「 ・・・にとって～することは － － － です。」

Ｉｔ ｉｓ ｅａｓｙ ｆｏｒ Ｊｕｎｙａ ｔｏ ｐｌａｙ ｔｈｅ ｐｉａｎｏ．

→

（別紙）単元の評価規準 Ｕｎｉｔ ４ Ａｎ Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｒａｋｕｇｏ－ｋａ

単元の目標 コミュニケーシ

ョンへの関心・

意欲・態度

表現の能力 理解の能力 言語や文化につ

いての知識・理

解

聞くこと

話し手やＣＤの

英語を積極的

に、理解するま

で聞 こうとす

る。 

英語を聞いて正

しく内容を理解

することができ

る。 

主語ｉｔと不定

詞の関係を正し

く理解し、誰に

とってどういう

ことがどのよう

な状況なのかを

理解することが

できる。

話すこと

相手が理解して

いるか確認しな

がら、積極的に

伝えようとす

る。 

相手に正確に伝

えようと工夫し

て話すことがで

きる。

文の構造や意味

の切れ目を理解

し、工夫して話

すことができ

る。 
読むこと

場面や状況を考

えながら本文を

読もうとする。

聞き手に場面や

状況が伝わるよ

うに工夫して本

文を読むことが

できる。

場面や状況を理

解しながら、内

容を読み取るこ

とができる。

文の構造や意味

の切れ目を理解

しながら読むこ

とができる。

書くこと

○ 英語の落語

を読んで、そ

のおもしろ

さと、日米の

文化の違い

をつかむこ

とができる。

○ 疑問詞 ＋ｔｏ

ｄ ｏ や Ｉ ｔ

ｉｓ ――――

ｔｏ ～ を

適切に使う

ことができ

る。 

伝えたいことを

きちんと整理し

て書こうとす

る。 

相手に正確に伝

わるように工夫

して正しく書こ

とができる。

文の構造をきち

んと理解し、正

しく書くことが

できる。



Ｕｎｉｔ ４ Ｄｉａｌｏｇ

Ｃｌａｓｓ Ｎｏ． Ｎａｍｅ

Ａｃｔｉｖｉｔｙ


